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フランスの都市はかわる

グルノーブルを訪れるのは,9年ぶりのことだった｡

モンペリェから乗車した列車がブルノーブルに近づ く

につれて,何か心がはやる思いがした｡駅を出ると,そ

の夜のグルノーブルの街は深い霧につつまれていた｡

駅に比較的近いところにホテルを決め,疲労のために

その夜は早く寝ることにした｡

翌朝,都市の内部を見て歩くために大通 りに出ると,

ある光景に目を奪われてしまった｡大通 りの中央を市

電が走ってくるではないか｡早速,市の案内所に入って

たずねたところ,1987年9月21日に市電が開通 したと

の答えだったC市電のルー トが記入されている地図を

片手に,実際に乗車してみた｡車内はパリの新しい地下

鉄のように美しく,高い方の座席にすわると,観光バス

のごとく高い視点から,都市景観を観察することがで

きるO開通してわずか2ヵ月なので,乗客も物珍しそう

に車内をきょろきょろしている感 じだし,子供達はは

しゃいでいる｡なかなかの人気だった｡都心部の狭い道

路でも市電が自動車と共存し,しかも歩行者とも読合

せず,市街地にうまく融合しているように感じた｡

パリに戻って,パンシュメル教授とグルノーブルは

市電を今になって敷設するという英断をくだしたこと

に対して話題にした｡彼は,最近,ナント市でも市電が

建設されたことを教えてくれた｡リヨン,マルセイユそ

してリールには地下鉄が敷設された｡そしてツールー

ズでは地下鉄の工事が進行中である｡これらの諸都市

は,いずれも人口50万を越えている｡ナント (人口47

万)そしてグルノーブル (人口39万)は,都市の規模か

ら判断して地下鉄を断念して,その代わ りに市電の建

設に踏み切ったのであろうか｡

グルノーブルの市街地を歩いていると,歩行者優先

道路の範囲が以前より一層拡大 している様相も確かめ

られた｡狭い道路が密集する都心部は,モータリゼー

ションにうまく対応できない｡都市住民が交通騒音や

大気汚染から閃放されて,都市内部を散歩し,ショッピ

ングができるようにと,ブルノーブルも歩行者優先道
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路のシステムを導入した｡その成功がだんだんとその

面積を拡大させていった｡フランスで最初に歩行者優

先道路システムを導入したルーアンは,そのシステム

のために,旧市街地に人びとを再び呼び寄せることに

成功し,そこでのとくに商業活動の復権に導いた｡今

回,ルーアンを再び訪れた折にも,歩行者優先道路の範

囲が一層広まったことを確認できた｡歩行者優先道路

システムの採用は,ルーアンの都心部に集中する歴史

的遺跡やノルマンジー風の古い家屋を積極的に保全す

ることにも役立っている｡

フランスの都市の変容がすべて旅行者にとって,快

いものばか りではなかった｡とくにパ リでは商店の看

板に英語が目立つようになってきた｡盛 り場では,たと

えば, "Self"という英語の看板がよく目に入ってくる｡

勿論,それらは用意された料理を自ら手にして,食事を

する簡易なレストランであるO アメリカ風の-ソバ-

グ店,フランス料理,地中海沿岸諸国の料理,そして中

華料理のファース トフーズレス トランなどがそれらに

含まれる｡これらのセルフサービスのレス トランで短

時間のうちに食事を済ませることが一例のように,フ

ランスの都市生活のテンポが速まっている｡街ゆ く人

びとの足どりも,以前に比較 して速まっているように

も感じた｡

今回のフランス滞在は,1987年11月初旬からわずか

1ヵ月間であった｡1984年のIGC以来,3年ぶりであっ

た｡私の心のすみには,フランスの都市はあまり急速に

は変わらないもの,という高を括ったところがあった｡

しかし,目を凝らすと変わ りつつあることがらが多い

ことに気づいた｡都市を観察するときには,やはりすべ

てのことがらはつねに変化しているという観点から臨

むべきであり,その態度が都市を見る基本的なことが

らであると,私はいまさらながら今回の旅行で痛感 し

た｡
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